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調査対象は、管理栄養士課程の女子大学生で、1 年生から 4 年生の 4 学






年度と 2016 年度で、それぞれ 1 年生では 29%と 38%、2 年生では 42%と
61%、3年生では 71%と 56%、4年生では 54%と 69%だった。3年生までは 1
年の学年進行で「賛成」の割合が増加していたが、3〜4年生では増加は
見られなかった。「子供の 2歳までの栄養は、成人期全体にわたる健康に
影響を及ぼし、生活習慣病の発症に関わる」への回答も同様の結果だっ
た。2017年度については解析中である。 
【結論】DOHaD説の理解度を 2015年度と 2016年度で比較したところ、3
年生までは 1年の学年進行で DOHaD説の理解度が増加していたが、3〜4
年生では増加は見られなかった。学会では、2017 年度の結果も含めて、
学年進行と DOHaD説の理解度の関係を発表する予定である。 
